
 

 

  
 
 
 
 

 

 

令和３年度が始まりまし

た。７日は新任式の後、新ク

ラスと新担任の発表を行い

ました。生徒たちは、神妙な

面持ちで発表を受け止めて

いたように感じました。８日

の登校の様子を見ていると、

どの生徒も、新しいクラス、新しい担任のもと

で、気持ちを新たに頑張ろうという「やる気」や

「意欲」が、その表情や姿から伝わってくるよ

うでした。それぞれの活躍が楽しみです。 

本校を船に例えると、小型クルーズ船「とよ

だ号」は、乗客（生徒）153 名、乗組員（教職

員）23 名、総勢 176 名で、季節やニーズに応じ

て世界の様々な海域を周遊する一年間の旅に出

発します。一年間の航海では、凪の日もあれば、

荒天の日もあるでしょう。嵐の日もあるかもし

れません。無事に目的や任務が果たせるよう努

めてまいります。一年間どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

春は出会いと別れの季節と言われますが、こ

の度の定期異動等により、教員２名が転出し、

教員１名の転入がありました。新天地でのご活

躍を祈念いたします。 

◆転出者 

教諭    １名 小山第二中へ 

初任者指導 １名 乙女中へ 

◆転入者 

講師 1 名 栃木市立国府北小から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の教職員組織は次のとおりです。一年

間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

校長      

教頭      

教務主任    

１学年主任   

１組担任   

２組担任   

サポート１組  

２学年主任   

１組担任   

２組担任   

サポート２組  

３学年主任   

１組担任   

２組担任   

養護教諭    

事務主任    

非常勤講師（家庭）    

SC・心の教室相談員    

TT 教員     

特別支援教育サポーター  

学校事務     

学校用務     

ALT      

 

 

 

今年度の入学式は、感染対策を施し、８日午

前中に体育館で、新入生と保護者等１名の列席

の中、無事に実施することができました。また、

始業式は、同日午後に体育館で実施することが

できました。（入学式の様子はテレビ小山で 4 月

19 日 19:00～放映予定です。） 

 
◆教育目標◆ 

思いやりのある子ども 

自ら考え学ぶ子ども 

たくましい子ども 

ふるさとを大切にする子ども 

豊田中学校 学校だより 令和３年４月１３日 発行 

発行者   小山市立豊田中学校長  

 

ごあいさつ    学校長  

定期異動等による教職員の動向 

今年度の教職員組織 

入学式・始業式 おめでとうございます 

校庭の思川桜 

離任式の様子 

新任式の様子 



◆入学式式辞（一部抜粋） 

今日から本校の生徒とな

る皆さんに、二つお話をしま

す。一つ目は、何事にも、「自

分で考えて、判断し、行動で

きる人になってほしい」とい

うことです。社会に出ると予測できないことが起

こったとき、どう行動できるかが問われます。し

かし、誰もが、最初から自信をもって判断し、行動

できるわけではありません。どうぞこの三年間、

いろいろなことに挑戦してください。成功や失敗

を繰り返す中で、少しずつ、自分で考えて、判断

し、行動できるようになっていってほしいと思い

ます。 

二つ目は、「感謝の気持ちをもってほしい」とい

うことです。皆さんが、本日晴れて入学式を迎え

るまでに、どれだけ多くの人たちの支えがあった

ことでしょう。保護者の方はもちろん、おじいち

ゃん、おばあちゃん、親戚の人など、多くの人たち

から 愛情を一杯に受けて、ここまで健やかに成長

してきました。また、自分の子どもや孫のように

接してくれた地域の方々、勉強や運動を熱心に教

えてくれた小学校の先生方など、多くの人たちに

見守られながら、成長してきました。こうした多

くの人たちの支えがあって今日があるということ

を、改めて心に刻んでほしいと思います。 

保護者の皆様、本日は、お子様のご入学、誠にお

めでとうございます。本日より、大切なお子様を

お預かりさせていただきますが、お子様の「自律」

や「健やかな成長」のためには、学校と家庭がそれ

ぞれの役割を果たしながら、共に連携していくこ

とが大切であると考えます。力及びませんが、ま

ず、「丁寧に思いを聴く」、そして、「誠実に思いを

伝える」の二つのことを心掛けて、お子様を大切

に思うからこそ、時には厳しく、いつも誠実に、丁

寧に、お子様の成長の

ために精一杯努めてま

いります。どうか、ご理

解、ご協力をよろしく

お願い申し上げます。 

 

◆始業式式辞（一部抜粋） 

新２年生、新３年生の皆さん、進級おめでとう

ございます。今年度は、昨年度の取組を一歩進め

て、「安心できる、楽しい豊田中」を合言葉にして、

私たち教職員は、皆さんが安心して学校に通い、

安心して学校生活が送れるよう、最善を尽くして

いきますので、喜びや期待を膨らませて、新年度

のスタートを切ってください。 

さて、それぞれ進級された皆

さんに、二つお話をします。一

つ目は、何事にも、まずは、「自

分で考えて、判断し、行動でき

る人になってほしい」ということです。これから

の時代は、ますます情報化が進み、たくさんの情

報の中から必要な情報を手に入れて、それをもと

に、自分で考えて、判断すること、行動することが

求められます。進級を機に新たに掲げた目標に向

かって、大いに挑戦してください。成功や失敗を

繰り返す中で、自分で考えて、判断し、行動できる

ようになっていってほしいと思います。 

二つ目は、「一日一日を大切にしてほしい」とい

うことです。「日日是好日」という言葉があります。

多くの人は、「今日も一日よい日でありますように」

と無事を願います。しかし、現実は、なかなかその

願いの通りにはいかないものです。様々な問題が

起きることもあります。しかし、どんな雨風があ

ろうとも、嫌な出来事があったとしても、この一

日を一生懸命に生きることが、まさに「日日是好

日」ということだと思います。 

結びに、今、学校の北側に、新しい小学校の校

舎を建設しています。一年後の令和４年度からは、

南小と北小は統合し、中学校との小中一貫校とし

て新しい歴史が始まる予定です。今年一年は、小

中一貫校に生まれ変わるための準備の一年とも言

えると思います。修了式で、何かを続けていくた

めには、または、前へと進んでいくためには、「変

わる」ことや「変える」ことが必要になるときがあ

るという話をしました。小中一貫校に向かって、

皆さん一人一人が、新しい気持ちで「変わる」こと

や「変える」ことを意識しながら、「命を守る」こ

とを第一に掲げ、「安心できる、楽しい豊田中」を

合言葉に、みんなで「今」を大切に、「今」できる

ことに全力で取り組んでいきましょう。 

◆不安なことや疑問などがありましたら、お気兼ねなく学校（37-0004）まで、ご相談ください。 

入学式の様子 

入学式の様子 

始業式の様子 


